
External
cylinder

Fuel

図3 バーナー燃焼試験装置 

燃料と水を別々にf噴霧ノズル内部の混合室に導入し，旋回空気
により急速混合させたのち，上部噴孔より燃焼場に噴霧させる 

図1 内部急速混合油水噴霧ノズル 
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図2 バーナー火炎 
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  内容： 

エネルギー問題を解決する手段の一つとして，非化石燃
料の利用と資源の有効活用が求められている。非化石燃料
の一つであるバイオマスや廃油を燃焼させて熱エネルギー
を取り出す場合，これらの燃料は既存の石油系燃料に比べ
て難燃性であるため，低汚染燃焼の技術が必要となる。 
本研究では，バーナー燃焼において難燃性燃料をクリー

ンに燃焼させるために，燃焼場に水を導入している。この技
術は，従来から水エマルジョン燃料化により行われてきた。
しかし，水エマルジョン燃料化では，界面活性剤を用いて水
と燃料を混ぜなければならず，コスト面，燃料の時間安定性
の面で不利であった。 
本研究では，図1に示す内部急速混合型油水噴霧ノズル

を開発した．このノズルでは，燃焼直前に上部の混合室内に
おいて空気流動を利用して燃料と水を混合し噴霧する．これ
により，予め燃料を水エマルジョン化することなく，オンサイト
で燃焼場に水を導入でき，難燃性燃料の低汚染燃焼が可能
となる。また，少ない空気量で燃料を燃焼させる高負荷燃焼
が実現でき，排ガス損失の低減による高効率化を図ることも
できる。さらに，この燃焼では，燃焼中において，水導入割合
を自由に変化させて燃焼を制御することもできる。 
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